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絹繊維に對する酸性浴中溶存Acid Coloursの影響（豫報）

小松忠一郎

Chuichiro Komatsu: -Effects of Acid Colours dissolved in acid dye

bath for silk fibres. (Prelimiuary)
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　　　くり
　M，Fort氏は：913－1916に酸性染判・の禦色理論電して化學論を提唱’して屠る。21jち繊維水溶

液中に於ける鞭基’幽江むNHのが加へられた助星鞍r・so｛の作用を受けて誘叢せられ、葡もその

H29ぐ》1ε色素酸ざが置換してlll　iに染蒜作川が行1よるi。尤も之（；k　一・・般方法を示せるものにて、

中にはH粛04量を1戒ずるもの、叉はCゴH402、　CII襲0¢惇の有機酸を用ふるを可ミするもの、巾性

盗にて染濠るもCi）、弱アルカリ性？谷にて染めて≡欠に酸水を弧∫越して礎色せしむるを要するもの

悠あつて、琵等染色の立揚からAe；dCぐ｝1‘ml・sをウ予類，1一れば次σ吻1くなる。

　（1）　比較的彊酸・1覧’i三浴を必要t“するもの、、

　（2）　弱酸性浴を必：要こするものo　　・

　（3）　中性浴を必要こするもの。

　（4）　襲｝アノレヵリ’1生？谷・をr，｛Z、要ざするも0）o

　嬰之、以上は大機に於て染料水浴になつては加水分解して色素酸遊離の難易に基くもので、

（3）叉は（4）は易く加水分解によつ一（一色素酸ミNa｛）Hεの雄戒を歪焉すものミ見徹さる。

　斯くの如くしてAe量d　Co1（）llrst染着に於てはその染浴巾の：PI王は種々の値を要し、其の影響

は頗る贋範に亙つて暦る。而も一方染硲中のPII濃度σ）影響はAlllil｝・Ael（1の加水分解性質

上に關聯して、絹繊争1働微細購縫上には綾雑なる異縫を來すこミは明かなるこεである。1）H

鍵化に加へて、濃度、及び中性鞭添加導も糸樗織維構遣上の崩壊には相當打蝦あるものε見なけ

ればならぬ。

　從つて各染浴に加ふべき正12SO辺）多寡、？胤度及び中性鞭の穣類、蹴によつて齎らされゐ繊維

の微細構蜷上の攣質が女1；何なる程度に細繊維ε．Aeid　Cぐ》1（⊃ursざσ）結含速度及び染蔚鼠ざの閥

噛摯軸るか蹴い蜘る∈よ顛甜ふ・之に就いて1よ1馴・」．　B．　，Spc，aT〈ln〕・・…＄／・（気踊th

爾氏の羊毛繊維に封する研究があるの涼である。著者は之が研究をi次の順序にて行ふべく、豫

め其方法を略述せんごす。
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1）　試劇繊維の精製

試料購燃・鰍吹・8岐1・（本罐）・樋繰総よる・4価剛1ユ幅そ噸練爆は
實用的精練を可ミするも、之εても未だ惚定的のも0）でない。金子英雄博：L：はS｛旧（lhlのZmm－

me］rma　1氏試藥呈ω父腱1は紫色にて、支歌交難種繭綜にS）つては2感一誠5％を精練完了貼である

翻継黙畿轍儲崇1翻；膿驚謄i∴臨：誤櫨
％、浴比1：200．湘度1〔｝〔y1C、時閥3〔〕O分Ml　1：｝〔行ぴ、！L：練減榊ド1舅20．50％位を凹糠εす。その

無水・壁を基準ざして毎悶2．09を用ふ。

2）　染料の精製ザ分析及び染浴U）組成

　（i）　弥酸性浴；一・－N

　酸によつて凝固せざる染料即ちA（・id（：）rξu1即2（｝を川ふ。之を2鰍に水1」加へて加熱溶解せ

しめ、その濾液に飽和NaC1、水t〔｝ee．e．を加へて放置すれば微結晶を析出す。水にて輕く洗糠・°

濾紙で脱水。湘繊」tlこ置きて常淵轍す。次に上謝躁染料をεりてそ伽紛焦及び「‘’L　｝t（；i

量を測定すo
　水分；一嗣記試料一定jlllを探取してN130・Cにて3時1！ll乾燥ず。　i次に秤：｝il：・水分lltk：0）鋼無水轍

％を決定す。

N。α；一無水：脚．10蝋をεりて増堺こ入れ、c・鵬H，90・σ）匹鏑を加へて徐々にカll熱灼熱

して（NH1）2　CO、1を用．t・る常法で発N紬をNaお｛1）再して定ltl：しb鋤試llこ1％を決定す。倫叉腿（11（l

Oギ芝mge　2g　lよ構造式ri重にN皇Lの原予撒も考慮に人れるを要す。

　（ii）術馨身酸性浴染料ざしては1｛o曲1eを、（lii）中性俗染料εしてはN（⊇u士r煎Violt・1；を・（iv）

弱アルカリ性浴染料ミして1よAlkali　．Blu｛，セ谷々．1：越の如くして精製分析す。

　斯くて特別の揚合の他は寧［彗製染料0．435g、及び0。ユOO8gN．瓢SOIをコ♂rllに瀞かせる染液毎周

225c．c．を用ふ。勘」ち斯くするII寺は紘燥繊維1〔X｝gにっが瑚／Z染料魯髪10（v．｛・一使用に相當す。

3）　染著量測定方法

　Pulf1・ich　phQt（｝meterを用ぴ、際染料液σ）色ε、染そ憂の残染料液（之にはノ！く洗に液をも含む）

の色ミの比色決室す。

4，）　染蔚速度測定方法

　1三［ill氏（1）1℃c．　Roy．　Soe，　：1～｝28，　29，　ユ04B，　7盛）1こぞ楚S・マ三、　t．1ミ與礁1紅込klξi骨豊ヵ雫伽鴛昼く耳勿厘｛～を奮み’Cよ　く

流動しつ・ある多猛液ざ接する時、界面の箪｛｝t面債を通過してt時閥に籔散性！i勿質晒Aは歌式

による。

　　　　　　A＝2YO　VK翰
Kは横散恒数、YOは濯硅度、染色の場合もYぐ｝が一一定値を保持し、搬散物質が緻維の中軸迄1こ蓬

せざる間は同機上式が適用せられる。從つて絹綜繊維による染料吸収過提は表殖i膜からの躍純

の旗散であるから、比色計の譲みざVマこの謙1係を示す直線の傾角を計鋒するこ戯こよりて

吸牧i速度をtWt的に表し得るε。今絹繊維の揚含も著膏は此式を利川し▼じ算出せんざす。

m　結　　　論　　　　　　’

　上記は要するに4匠分のAeid　Colours’についてその染需速度、及び染謝監1：に於ける影響を

知らんざするものなるも、爾延いては楚等染料・溶液U）Pfr儂、灘度、中性聴轍添加等の鰻i化に伴

ひて、網綜微細構造上の各成分が如何ゐ：る行動をなすかを究めんミする鵬合には膠質化學のカ
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